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(57)【要約】
【課題】間仕切りパネル２０の傾きを修正するとともに
、完全なバリアフリー構造を実現する。
【解決手段】縦長の固定ベース１１と、固定ベース１１
の上端部に前後動自在に装着するローラブラケット１２
と、ローラブラケット１２に組み付ける水平回転のロー
ラ１３、１３とを設けて、垂直調整装置１０を構成する
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイドレールに沿って走行する吊車を介して左右に移動自在に吊下する間仕切りパネル
用の垂直調整装置であって、縦長の固定ベースと、該固定ベースの上端部に前後動自在に
組み付けるローラブラケットと、該ローラブラケットに装着し、垂直軸を介して水平回転
するローラとを備えてなり、前記固定ベースは、下端部を間仕切りパネルに固定して前記
ローラブラケットをガイドレールの上方の垂直部材に対向させ、前記ローラブラケットを
前進させると前記ローラが垂直部材に押し付けられて間仕切りパネルの傾きを修正し、前
記ローラは、間仕切りパネルの移動とともに垂直部材に沿って転動することを特徴とする
間仕切りパネル用の垂直調整装置。
【請求項２】
　前記固定ベースは、前記ローラブラケットを前後動自在に収納する収納部を上端部に形
成することを特徴とする請求項１記載の間仕切りパネル用の垂直調整装置。
【請求項３】
　前記ローラは、前記垂直軸上に上下一対を装着することを特徴とする請求項１または請
求項２記載の間仕切りパネル用の垂直調整装置。
【請求項４】
　前記固定ベースには、前記ローラブラケットを前進させる押しねじを付設することを特
徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか記載の間仕切りパネル用の垂直調整装置。
【請求項５】
　前記固定ベースには、前記ローラブラケットをロックするロックねじを付設することを
特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれか記載の間仕切りパネル用の垂直調整装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、間仕切りパネルが前後に傾くことなく、正しく垂直に垂下しながら移動す
るように調整する間仕切りパネル用の垂直調整装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガイドレールに沿って走行する吊車を介して吊下し、左右に自在に移動させる間仕切り
パネル（吊戸を含む、以下同じ）は、重心が前後方向（間仕切りパネルの表面に直角の方
向）に偏るために前後に傾くことがある。
【０００３】
　そこで、間仕切りパネルの下端に戸車を装着し、床面上のガイドレールに戸車を係合さ
せて間仕切りパネルの傾きを防止することが提案されている（特許文献１）。また、間仕
切りパネルの下端から下向きに突出する係合部材を床側のガイド部材に摺動自在に係合さ
せても、同様の効果を得ることができる（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－６２７９０号公報
【特許文献２】特開平１１－２３６７８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　かかる従来技術によるときは、床側に戸車用のガイドレールを敷設したり、係合部材用
のガイド部材を配置したりする必要があるため、完全なバリアフリー構造を実現すること
ができないという問題があった。
【０００６】
　そこで、この発明の目的は、かかる従来技術の問題に鑑み、間仕切りパネルの上部に前
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後方向の力を加えることによって、間仕切りパネルの傾きを修正するとともに、完全なバ
リアフリー構造を実現することができる間仕切りパネル用の垂直調整装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成するためのこの発明の構成は、ガイドレールに沿って走行する吊車を
介して左右に移動自在に吊下する間仕切りパネル用の垂直調整装置であって、縦長の固定
ベースと、固定ベースの上端部に前後動自在に組み付けるローラブラケットと、ローラブ
ラケットに装着し、垂直軸を介して水平回転するローラとを備えてなり、固定ベースは、
下端部を間仕切りパネルに固定してローラブラケットをガイドレールの上方の垂直部材に
対向させ、ローラブラケットを前進させるとローラが垂直部材に押し付けられて間仕切り
パネルの傾きを修正し、ローラは、間仕切りパネルの移動とともに垂直部材に沿って転動
することをその要旨とする。
【０００８】
　なお、固定ベースは、ローラブラケットを前後動自在に収納する収納部を上端部に形成
することができ、ローラは、垂直軸上に上下一対を装着することができる。
【０００９】
　また、固定ベースには、ローラブラケットを前進させる押しねじを付設してもよく、ロ
ーラブラケットをロックするロックねじを付設してもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　かかる発明の構成によるときは、縦長の固定ベースは、水平回転するローラ付きのロー
ラブラケットを上端部に前後動自在に組み付け、下端部を間仕切りパネルに固定して上端
部のローラブラケットをガイドレールの上方の垂直部材に対向させることができる。そこ
で、ローラブラケットを前進させてローラを垂直部材に押し付けると、固定ベースを介し
て間仕切りパネルの上部を後方側から前方側に押し出して間仕切りパネルの傾きを修正す
ることができる。また、ローラは、間仕切りパネルを左右に移動させると、間仕切りパネ
ルの移動とともに垂直部材に沿って転動し、固定ベースを介して間仕切りパネルの垂下状
態を正しく垂直に維持することができる。なお、床側には、間仕切りパネルの傾きを修正
するための部材を何も設ける必要がなく、完全なバリアフリー構造を実現することができ
る。
【００１１】
　ただし、このときの間仕切りパネルは、重心が前方側に偏っており、下部が後方側に振
れる方向に傾くものとし、固定ベースは、間仕切りパネルの上部の後面側に上向きに固定
するものとする。すなわち、この発明において、前とは、間仕切りパネルの重心が偏って
いる方向をいうものとし、後とは、その反対方向をいうものとする。また、ローラを押し
付ける垂直部材は、たとえば間仕切りパネルを吊下する吊車用のガイドレールを固定する
建物の天井側の部材であって、間仕切りパネルを左右に移動させるとき、間仕切りパネル
とともに移動するローラが一様に水平回転して転動可能な垂直面を有するものとする。
【００１２】
　ローラブラケットは、固定ベースの上端部の収納部に収納することにより、たとえば後
方から押しねじで押すだけで、上下左右に傾いたりすることなく、正しく前向きの前進方
向に駆動することができる。
【００１３】
　ローラは、共通の垂直軸に上下一対を装着することにより、垂直部材への着地点を上下
に分離し、垂直部材に対して垂直軸を平行にして間仕切りパネルの傾きを容易に修正し、
それを維持することができる。
【００１４】
　固定ベースに付設する押しねじは、ローラブラケットを後方側から前方側に前進させて
ローラを垂直部材に押し付け、間仕切りパネルの傾きを容易に修正することができる。ま
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た、固定ベースに付設するロックねじは、間仕切りパネルの傾きが修正された時点のロー
ラブラケットの位置をロックすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】全体斜視図
【図２】分解斜視図
【図３】全体縦断面図
【図４】使用状態を示す要部側面図
【図５】図４のＸ矢視相当要部拡大正面図
【図６】使用状態を示す全体側面図
【図７】不使用状態を示す図６相当図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を以って発明の実施の形態を説明する。
【００１７】
　間仕切りパネル用の垂直調整装置１０は、縦長の固定ベース１１と、ローラブラケット
１２と、上下一対のローラ１３、１３とを主要部材としてなる（図１、図２）。
【００１８】
　固定ベース１１は、板材を断面コ字状に折り曲げるとともに、下端部に前向きの脚１１
ａ、１１ａを突設し、補助ブラケット１１ｂを介して前面開放の角筒状の収納部１１ｃを
上端部に形成している。各脚１１ａの先端には、外向きのフランジ１１ａ1 が形成され、
各フランジ１１ａ1 には、止め孔１１ａ2 、１１ａ2 が上下に並べて形成されている。補
助ブラケット１１ｂは、板材をコ字状に折り曲げて形成し（図２、図３）、固定ベース１
１の上端部に嵌め込むようにして溶接されており、補助ブラケット１１ｂの上面側には、
前後方向の長孔１１ｂ1 が形成されている。補助ブラケット１１ｂの後面側には、押しね
じ１５用のねじ孔１１ｂ2 が形成され、固定ベース１１の後面側には、ねじ孔１１ｂ2 に
対応する丸孔１１ｄが形成されている。
【００１９】
　ローラブラケット１２は、固定ベース１１の上端部の収納部１１ｃに前向きに収納可能
なコ字状の部材である。ローラブラケット１２の前端部には、垂直軸１４用の軸孔１２ａ
、１２ａが上下対称に形成され、上面側後端部には、ロックねじ１６用のねじ孔１２ｂが
形成されている。
【００２０】
　ローラ１３、１３は、内蔵のベアリング１３ａ、１３ａ、共通の垂直軸１４を介し、ロ
ーラブラケット１２の前端部に組み付けられている。垂直軸１４は、ローラブラケット１
２の軸孔１２ａ、１２ａに挿通され、ローラブラケット１２内にローラ１３、１３を回転
自在に保持するとともに、止め輪１４ａを介して抜け止めされている。なお、ローラ１３
、１３は、たとえばベアリング１３ａの内輪相当の外径の図示しないスペーサワッシャま
たは止め輪を垂直軸１４に装着することにより、ローラブラケット１２内の適切な高さ位
置に保持することが好ましい。また、ローラ１３、１３は、少なくとも一方の片面をロー
ラブラケット１２の上辺または下辺の内面側に摺接させることにより、適切な回転抵抗を
発生させてもよい。
【００２１】
　ローラ１３、１３は、押しねじ１５を介してローラブラケット１２を前向きに駆動する
ことにより、収納部１１ｃの前方側に押し出すことができる。なお、押しねじ１５は、丸
孔１１ｄを介して補助ブラケット１１ｂのねじ孔１１ｂ2 にねじ込まれており、付属のロ
ックナット１５ａによりロックすることができる。一方、ロックねじ１６は、補助ブラケ
ット１１ｂの上側からスプリングワッシャ１６ａ、ワッシャ１６ｂを介して補助ブラケッ
ト１１ｂの長孔１１ｂ1 に挿通し、スペーサワッシャ１６ｃ、１６ｃを介してローラブラ
ケット１２のねじ孔１２ｂにねじ込まれている。そこで、ローラ１３、１３、ローラブラ
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ケット１２は、押しねじ１５を介して収納部１１ｃの前方側に前進させて位置決めし、ロ
ックねじ１６を介してロックすることができる。
【００２２】
　垂直調整装置１０は、間仕切りパネル２０の傾きを修正するために、間仕切りパネル２
０の上部に左右一対を固定して使用する（図４、図５）。ただし、間仕切りパネル２０は
、左右の吊車３１、３１を介し、ガイドレール３２から左右に移動自在に吊下されている
。各吊車３１は、ガイドレール３２に収納され、ガイドレール３２に沿って走行可能であ
る。
【００２３】
　ガイドレール３２は、断面Ｌ字形の補助板３３ａを介して垂直部材３３の下端にビス止
めされており、垂直部材３３は、下向きのチャンネル材３３ｂを介して天井板Ｃの下面に
垂設されている。また、天井板Ｃは、チャンネル材３３ｂとともに、軽量鉄骨の天井下地
材の野縁Ｃ1 にビス止めされている。ガイドレール３２、垂直部材３３は、補助板３３ａ
、チャンネル材３３ｂとともに図４の紙面に垂直方向に連続しているものとする。なお、
図５では、ガイドレール３２以外の各固定部材の図示が省略されている。
【００２４】
　間仕切りパネル２０は、前面板２１の後面側に対し、断面ハット形の上骨２２、側骨２
３、２３、下骨２４を付設して構成されている（図５、図６）。なお、前面板２１の四周
は、直角に２回ずつ後面側に折り返されている。上骨２２の幅は、左右の側骨２３、２３
のそれより狭く、下骨２４のそれと同等である。また、上骨２２の高さは、側骨２３、２
３、下骨２４のそれより低くなっている。前面板２１の上端は、天井板Ｃの近傍にまで高
く延長されている。また、前面板２１の下端は、付け幅木２５を介して床Ｆの近くにまで
垂下しており、付け幅木２５の後面側は、下骨２４、付け幅木２５に連結する補助部材２
５ａを介して側骨２３、下骨２４と同一高さに形成されている。
【００２５】
　間仕切りパネル２０は、吊車３１、３１の吊りボルト３１ａ、３１ａを上骨２２上の吊
りブラケット２６、２６に連結することにより、吊車３１、３１を介してガイドレール３
２から吊下されている（図４、図５）。なお、吊りブラケット２６、２６は、上骨２２の
左右両端部にねじ止めされている。
【００２６】
　垂直調整装置１０、１０は、上骨２２の左右両端部において、吊りブラケット２６、２
６の各外側に上向きにねじ止めして固定されている。上骨２２の左右両端部には、それぞ
れ垂直調整装置１０、吊りブラケット２６に共通の補強板２７が内装されており、垂直調
整装置１０の固定ベース１１、吊りブラケット２６をねじ止めする各ボルトは、上骨２２
を貫通して補強板２７のねじ孔にねじ込むものとする。
【００２７】
　そこで、各垂直調整装置１０は、押しねじ１５を介してローラブラケット１２を前進さ
せることにより、ローラ１３、１３を垂直部材３３の後面側に着地させて間仕切りパネル
２０の傾きを修正し、間仕切りパネル２０を正しく垂直に垂下させることができる。なお
、ローラブラケット１２、ローラ１３、１３は、押しねじ１５を介して位置決めすると、
ロックねじ１６を介してロックすることができ、ローラ１３、１３は、間仕切りパネル２
０を左右に移動させると、垂直部材３３の後面に沿って転動する。また、このときのロー
ラ１３、１３は、適切な回転抵抗を発生させることにより、間仕切りパネル２０の移動に
対し、適度の制動機能を実現することができる。
【００２８】
　間仕切りパネル２０は、前面板２１を有する前方側に重心が偏っているため、垂直調整
装置１０、１０がないと、ガイドレール３２内の吊車３１、３１を中心にして下部が後方
側に振れるように傾く（図７）。そこで、間仕切りパネル２０の上部に垂直調整装置１０
、１０を上向きに固定し、押しねじ１５を介してローラ１３、１３を垂直部材３３の後面
側に押し付けると（図４、図５）、ローラ１３、１３の前進とともに固定ベース１１を介
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ル２０の傾きを修正することができる（図４、図６）。間仕切りパネル２０が正しく垂直
になったら、その時点で押しねじ１５をロックしてローラブラケット１２、ローラ１３、
１３を位置決めし、ロックねじ１６を介してローラブラケット１２をロックすればよい。
【００２９】
　以上の説明において、ローラ１３、１３は、単一のローラとしてもよく、上下に長い円
柱状に形成してもよい。また、ガイドレール３２は、吊車３１を内蔵する形式に代えて、
たとえば断面Ｌ字状に形成し、吊車３１の走行車輪を片側から係止させる形式としてもよ
い。なお、垂直部材３３は、天井板Ｃから垂下させるに代えて、建物駆体の壁面を利用す
ることも可能である。また、図示の間仕切りパネル２０の構成は、単なる一例であって、
他の任意の構成に変更することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　この発明は、床側を完全なバリアフリー構造にすることが要請される建築物の任意の開
口部に対し、広く、好適に適用することができる。
【符号の説明】
【００３１】
　１０…垂直調整装置
　１１…固定ベース
　１１ｃ…収納部
　１２…ローラブラケット
　１３…ローラ
　１４…垂直軸
　１５…押しねじ
　１６…ロックねじ
　２０…間仕切りパネル
　３１…吊車
　３２…ガイドレール
　３３…垂直部材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特許出願人　　　小松ウオール工業株式会社
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